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使用するPALSAR-2デー タ 対象地域（益城町）
ー
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倒壊率と変化係数の関係｛Path23)
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F事前・事前ぺア
Time lag: 98 days 
Dis.:106m 
，；事前・事後ペア
Time lag: 42 days 
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悉皆調査結果による倒壊率の分布
｜ 圏土技師不能古研究所『熊本地震仰る建築物即原因分間う霊能町Jより引
τhe building collapsed levels 
。% 0-25% 25-50% 50-100拍 口白A,
Coherence U.A ［百！ 82.6 15.0 18.9 24.9 49.9 
P.A.(%1 619 20.1 10.l 59.9 
U.A.[%) 83.0 16.0 19.6 25.9 
52.ヨCoherence同tlo 1%1 
65.6 19.1 59.4 P.A. 11.4 
z-factor U.A.［明l 69.5 12唱3 14.8 19.0 46.4 
P.A.（桔l 61.7 7.3 5.5 49.2 
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倒壊率の分類（3levels) 
倒壊率の分類（3分類）
倒壊建物と倒壊率の比較
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fij壊率の分類精度
'Vo。： 58.0%
v,jv, 
z: 52.6% 
F都市被覆図を
用いて’都市域
の偲lt裏率を検出
した
.-Lidarデータにおける高さの変化がO.Sm以上の建物を倒壊とみなす
，コヒーレンスから求めた倒寝率がやや過大評価
;i:ot' . 
E笠拠
F前震後：04/15(2 points/ml）；本震後：04/23(4 points/ml) 
F；本震前後のDSMから地殻変動量を除き建物の高さ変化から倒
壊建物を推定して比較した
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熊本市における建物被害（path23} 
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まとめ
, 2016年熊本地震前後のPALSAR・2画像を用いて6熊本市
周辺の建物被害を積出した
，位相と強度のそれぞれから算出された変化係数を用いて建物
倒壊率の分類を行った
F中前事後函像のコヒーレンスが建物被害の摘出！こ有効である
，しかし．コヒーレンスは撮影条件に大きく影響される
r今後では．より詳細の建物被害データと比較して.SAR画
像を用いた建物被害抽出の手法を改善する
